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三誠グループはさまざまな条件下で、最良のソリューションを提供しています。
G - E C S パイルの三 誠 が お 届 け するインフォメーション・ペーパー
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東北自動車道Ｂ蓮田ＳＡ（新上り線）
スマートＥＴＣ設備工事 安全を考慮してG-ECSパイル工法が採用されました。

通販大手企業の新規倉庫棟及び土間下、危険物棟×2棟建設のための施
工でしたが、45日間での工事完成が必要ということで、不確定な盛土高や
支持層不陸を考慮しながら、1061本の杭を機械5台投入にて打設しまし
た。この現場は、PHC（コンクリート杭）やアースドリル工法では打ち止めが
難しいと元請様が判断し、鋼管杭ならば現場対応が簡単という理由で、当
社のG-ECSパイル工法が採用されました。

ECS-TP工法で通行の邪魔にならない小さな基礎を施工しました。
ETC無線装置支柱は、PAのETC専用出入口に設置するもの。道路のすぐ傍に
設置する装置のため、極力小さな基礎にする必要があります。ところが、今回
の現場は軟弱地盤だったので、通常工法では大きな基礎になりますが、ス
ペース確保が難しい状態でした。解決策として選択したのが、ECS-TP工法。杭
柱一体工法なので、基礎を小さくすることができました。
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拡大翼を装備した
新型N-ECSパイル
N-ECSパイルは、2019年に、粘土質地盤で
の国土交通省大臣認定を取得していました
が、本年3月25日に新たに「砂・礫質地盤」で
の国土交通省大臣認定を取得しました。
　同じN-ECSパイルですが、今回認定を受
けた製品は、新しいコンセプトのもので、次
のような特長があります。
■これまでのN-ECSパイルより大きい翼（以
下、拡大翼N-ECSと表記）を開発し、φ165.2
～φ406.4の7種の杭径で、翼サイズの選択
が可能に
■大きな杭径の2製品、φ457.2、φ508.0を
追加（翼は1種類のみ）
　翼サイズのラインナップが増えたことで、
今まで深い支持層で設計していたもので
も、N値の小さな中間支持層で支持すること
が可能になりました。
　事前に近隣の地盤調査資料を用いて設
計しても、現地の地盤調査の結果、想定より
支持地盤が柔らかい場合があります。そのよ
うなときは、杭径を大きくしたり、２本打ちを
するような設計変更が必要でしたが、拡大
翼N-ECSの登場で、同じ杭径パイルの翼サ
イズの違うものを使用することで設計変更
の必要はなくなります。

杭径に対し
最大3.29倍の大きな翼
　φ165.2～φ406.4の杭では、それぞれ複
数の翼サイズを用意しました。実績の多い
φ267.4ではA、B、Cの3タイプ、その他のサイ

●パイル製品
ラインナップイメージ

ズではA、Bの2タイプを用意しました。
　φ267.4の等価円直径（翼部の面積
と等価な円の直径）は、A=733.4㎜､ 
B=798.0㎜、C=880.6㎜を用意し、それ
ぞれ杭径に対する等価円直径の羽根径
比は、A=2.74倍、B＝2.98倍、C=3.29倍
となっています。
　また、大きな杭径がラインナップに加
わったことで土木分野への進出が加速
します。

「呼称」を使用し
間違い防止を徹底
　今回の新製品の登場で、三誠では初
めて製品に「呼称」をつけました。翼の
バリエーションが増えることでの混乱と
間違いを避けるため「318.5A」｢406.4B｣
のように、杭径と翼のタイプを呼称とし
て用います。
　呼称を使用することで、拡大翼N-ECS
と標準翼N-ECSとの区別を明確に示せ
るようにしました。ラインナップが増え
たことで、 製造品質・施工品質の管理を
より一層強化いたします。
　新製品が加わったことで、お客様の
ニーズに更に応えられるようになりまし
たが、これからも誠心・誠意・誠実に提
案し、対応してまいります。今後もお客
様の声に耳を傾け、技術開発を続けて
いきます。

（左から）
技術開発部開発課長　笠原康弘
取締役　営業本部長　高浜通
技術本部次長　天野一弥

常務取締役
技術本部長　小林俊夫　

●拡大翼N-ECSは同じ杭径でも
翼サイズの選択が可能に

杭径
Dp（㎜）

拡大翼 
N-ECS
呼称

等価円
直径
Dw

Dw/Dp

267.4A
267.4B
267.4C

733.4
798.0
880.6

2.74
2.98
3.29

267.4

※等価円直径=翼部の面積と等価な円の直径

＜新住所＞
〒460-0003　愛知県名古屋市
中区錦1-7-32　名古屋SIビル9階西
電話　052-203-8551
FAX　 052-203-8552
（電話、FAX番号は変更ありません）
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